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令和４年度 事業活動報告 

 
特定非営利活動法人アジア起業家村推進機構 

 
１ 事業活動概況 

令和４年度の事業は、新型コロナのパンデミックが始まって４年目になりました。 

昨年、10 月 11 日に帰国者・外国人の入国の待機等が緩和され、やっと通常に戻

りつつありますが、優秀な外国人の獲得は、各国間の競争や円安の影響もあり、厳

しい状況が続いています。 

この間、主に川崎市内外を中心にしたリアルな人脈でアジア起業家を育成してき

た NPO 法人アジア起業家村推進機構（以下、「IDEA」という）の活動も、大きな影響

を受けてまいりました。 

また、１年前の２月 24 日に国連常任理事国ロシアの核武力を背景にしたウクライ

ナ侵攻がはじまり、国連を中心としたグローバルな安全保障という枠組みの国際的

な亀裂が走っております。そして、2 月 6 日にはトルコ南部の大地震がありました。 

さらには、チャット GPT がオープン AI（非営利法人 Open AI Inc.と営利法人

Open AI LP）によって昨年の 11 月 30 日に発表され、社会に大きな変革をもたら

すことが予測され、各方面から懸念の警告がなされるようになっております。 

まさに、パンデミックが続く中にウクライナ戦争、トルコ大地震が続き、そして、

今は産業革命以来の AI 革命と、次々と社会システムの変革が求められています。ま

さにグローバルな激震が次々と起きています。 

IDEA は、このようなグローバル経済の歪みを正して再構築していくイノベーショ

ンの役目を外国人起業家が担っていると考え、共育、共生、共創、そして共進化を

ミッションとして活動をしてきました。 

昨年５月には、ウクライナの起業家を神戸から招いて、AI革命を先導するベトナム

起業家を交えて、「かわさきグローカルセミナー2022―多摩川スカイブリッジ開通記

念！安心、安全の川崎・神奈川、日本からの国際的な起業家創出」を開催し、多くの

共感の輪を広げました。 

そして、この激震の世界経済の中で、これからの IDEA 事業の賛同を求めて JNB

（公社）全国ニュービジネス協議会連合会が主催する新事業創出大賞に応募致しま

した。この推薦人は川崎市アジア起業家村入居第一号で、2021 年の 9 月に上場した

グエン・ミン・ドック氏が引き受けてくれました。結果として１５年ぶり、２回目

の受賞を支援部門として唯一いただくことができました。 

これから、受賞した新事業創出の支援団体として、引き続き、アジア起業家等の

新事業創出を支援して参りたいと考えています。パンデミック、ウクライナ戦争、

自然災害、AI 革命を超えて、新しい平和の時代を築くために、さらに川崎をはじめ

日本各地から起業家を誕生させて、世界にイノベーションの発信を続けていきたい

と考えています。 

 

２ 事業の実績 
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（１） 特定非営利活動に係る事業 
 
   ①ワンストップサービスに関する事業（自主事業） 

今期は、コロナ禍中の事業として、新たな IT 技術を用いる事業を展開したい

企業や団体から外国人人材を活用したいとの希望が寄せられましたが、まだま

だ外国人人材が豊富とは言えず、また、日本の外国人人材への規制が多く、他

国へ向かう傾向がありました。さらに、個人で創業したいという相談より、今

までのアジア起業家養成塾 OB やアジア起業家村入居起業家から日本企業や団体

への紹介依頼が多く、IDEA 役員企業と共に日本医師会の研修事業に応募したり

しました。また、安心・安全を高めて世界平和を進めるために、ウクライナ起

業家を京都から招聘して、かわさきグローカルセミナー2022 を開催いたしまし

た。 

ここには、アジア起業家村出身のベトナム起業家がパネリストとして参加す

るとともにアジア起業家養成塾 OB の中国人 2 人、日本人 3 人の起業家がお手伝

いしていただきました。 

    第１５回川崎国際環境技術展（11 月 17 日～18 日）は、川崎ものづくりﾌﾞﾗﾝ

ﾄﾞｺｰﾅｰにて、アジア起業家養成塾 OB・会員企業が「これからの IDEA 会員 SDGｓ

コラボ企画事業」を展示いたしました。 

    その他、リアルなビジネスマッチング、台東区、豊島区などの展示会は、す

べて中止になりました。 

鍵和田芳光 IDEA 参与（慶應義塾大学 SFC ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄｼﾃｨｺﾝｿｰｼｱﾑ常務理事、グ

ローキーアップ（株）社長）開発のＩＯＴ自動販売機（特許）は、今まで IDEA

関連の展示会などでビジネスマッチングに努めてまいりましたが、多数の自治

体での採用が決まりつつあり、メディアでも多数取り上げられるようになりま

した。 

 
②起業家予備軍発掘・育成事業（受託事業） 
日タイスタートアップ研修は、パンデミックの影響で次年度繰り越しにな

り、事業の再構築が必要になりました。 
    

③アジア起業家村のアジア地域での広報事業や対日投資促進事業 

「泰日工業大学（以下「TNI」という）スタートアップ企業創出のためのエコ

（生態）システム構築」に向けて、日タイ共創プラットフォーム構想、そし

て、その起爆剤として「（仮称）外国人起業家選手権」を提案しましたが、コロ

ナ禍を受けて打ち合わせが中断、継続して検討を進めている状況です。 
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④アジア交流/マッチング事業（自主事業） 

アジア起業家や企業と中小企業との交流やマッチング関連事業 

 ア アジア交流・マッチング事業（再掲） 

日本の中小企業のビジネスモデルを泰日工業大学教授を通じて、タイでの

スタートアップ事業に繋げて、日タイのスタートアップ共創プラットフォー

ムの構築を行う研修を行う予定でしたが、新型コロナウィルスまん延防止の

ため来年度に延期して、事業再構築になりました。 

イ 第１５回川崎国際環境技術展（11月 17日～18日） 

川崎ものづくりﾌﾞﾗﾝﾄﾞｺｰﾅｰにてこれからの IDEA 会員 SDGｓコラボ企画事業

を展示しました。 

 

実施結果概要 （全体）出展者数 114団体 

来場者数 約 4,150人 

海外来場者 43か国から 58人が参加 

 

⑤ アジア諸国との情報交換会・国際会議シンポジウム等の開催事業 

ア 国際会議・シンポジウム事業 

今回は、日本で創業したウクライナ人起業家を京都から迎えて、AI 事業を

展開するベトナム人起業家、川崎企業や IDEA 創立時からの支援者を加えて、

かわさきグローカルセミナー2022 を（一社）アジアサイエンスカフェと共に

開催しました。 

テーマ：多摩川スカイブリッジ開通記念、ウクライナ支援「安心、安全の神奈川、

日本か国際的な起業家創出」 

ウクライナ人女性起業家、川崎市ベトナム人 AI 起業家、川崎市 IT コーデ

ィネイト企業などが議論しました。河野太郎現デジタル大臣など多数の与野

党の国会議員からメッセージをいただきました。 
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⑥ アジア諸国との情報交換会・国際会議シンポジウム等の開催事業 

ア 国際会議・シンポジウム事業 

タイ、ベトナム、モンゴル等とリアルあるいはバーチャルに、スタートアッ

プセミナー開催、ビジネスマッチングを行う共創プラットフォームづくりの意

識醸成を行い、起業家を発掘・育成する企画をしましたが、中止になりました。 

⑦ 会員等交流事業 

ア アジア起業家・会員交流事業 

アジア起業家村グローカルビジネスセミナーをリアルあるいはバーチャルに

開催し、アジア等高度人財・起業家や予備軍育成のためのビジネスモデルの提

案や人財不足の中小企業に高度人財の活用の提案のセミナーを開催する予定で

したが、中止になりました。 

   イ 外国人高度人財の戦力化の課題を探り、解決策を纏めていくプロジェク 

立ち上げる予定でしたが、準備のための個別打ち合わせにとどまりました。          

⑧ 会員等へのアジアビジネス支援事業 

ア アジアビジネス支援事業 

IDEA 事業の広報、アジア起業家等とのビジネスマッチングを図るために各都

市や区の開催する日本国内外への展示会等への出展をリアルやバーチャルで行

い、ビジネスマッチングを図る予定でしたが、まだコロナ禍の影響が残り、各

地区の方針決定が遅くなり、いずれも出展を見送りました。川崎市国際環境技

術展だけは、ものづくりコーナーへ出展いたしました。 

   イ リアルに起業家発掘育成戦力化のプラットフォーム構築 

インド・バングラディシュなど IT 人材はじめ川崎や全国の日系企業へ繋げて、

育成していくプラットフォーム事業を展開するために、まずは、手始めに生田

専務理事がバングラディシュに調査に入り、会員企業とのプラットフォーム構

築事業を始めました。 
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ウ．２０１９年９月に上場したグエン・ミン・ドック氏が英国へ当面拠点を移す

とのことで、丁度、ベトナムで活躍しているアジア起業家養成塾 OB の㈱Raycean

社長安部浩一朗氏と出会いの場を創出して、今後、アジア起業家村の考え方や共

創プラットフォームの橋頭保のひとつとなることを話し合い、両者の共感を得ま

した。 

 

 

⑨ アジア等留学生奨学金貸与等事業 

ア アジア等日本語学校留学生奨学金貸与等事業 

アジア等の留学生等に対して学費の一部を奨学金として貸与する予定で進め

ておりますが、元日本語学校の理事長が既に奨学金事業計画を進めているとの

ことで、理事長との打ち合わせを行ったところ、協力要請がありました。事業

計画を協働していけるか、今後検討を進めていきます。 

        

➉ 広報交流活動 

ア 公益社団法人ニュービジネス協議会（JNB)から新事業創出大賞の支援部

門に応募して 15年ぶりに特別賞をいただき、IDEA事業への大いなる賛同を得る

ことができました。栃木県で開催された全国大会の表彰式には、横山渉理事

（（一社）アジアサイエンスカフェ理事長、㈱環境経営ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ社長）が理事

長代行として出席いたしました。 
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また生田篤識専務理事（リ・バース㈱社長・神奈川ニュービジネス協議会理

事）や小林一理事が出席いたしました。（牟田口理事長入院中のため欠席） 

全国から集まった新事業を生み出し、また挑戦するアイリスオオヤマ等のレジ

ェン 

ド企業７００人の前で新事業創出大賞アントレ部門表彰のベンチャー企業１０

社 

ともに受賞することができて、全国のニュービジネス協議会会員に PR するこ

とができました。 

 

イ SNSの FACEBOOK 等で PRを引き続き行った。で IDEAや理事長個人へのアプ

ローチは多いので、そのフォローを今後、「（仮称）外国人起業家選手権（オ

ーディション）」への誘導・案内等を行って、起業家創出を具現化していきた

い。 

 

⑪会員の現況（令和５.3現在） 

     正会員  個人； 16名     法人； 8社 

     活動会員 個人；  2名     団体； 1社（川商会員数約 5,400 件）  

     参画事業者 経産省 Japanブランドフォロー企業 30社   

         


